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ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る
　
　
　
思
惟
の
限
界
と
し
て
の
信
仰
の
概
念
の
一
考
察
古
　
川
　
正
　
樹
一、
@
「
哲
学
」
と
「
哲
学
的
論
理
学
」
一61一
　
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
閑
㊤
二
冨
呂
曾
ω
一
。
。
。
。
。
。
占
o
①
O
）
の
哲
学
は
、
古
来
哲
学
が
そ
う
で
あ
っ
允
よ
う
に
（
一
・
臭
）
、
本
来
的
な
存
在
の
探
求
（
α
9
。
ω
ω
蓉
ゴ
魯
匹
o
ω
u
α
o
ヨ
ω
』
°
劇
）
の
、
現
代
に
お
け
る
一
形
態
で
あ
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
国
o
F
一
）
。
「
哲
学
す
る
こ
と
」
（
勺
菖
o
ω
8
三
興
8
）
は
、
「
現
実
そ
の
も
の
」
（
巳
。
≦
マ
≦
。
莫
舞
ω
。
一
σ
ω
ρ
国
筈
゜
這
）
と
し
て
の
「
存
在
そ
の
も
の
」
（
α
国
の
　
ω
①
凶
昌
　
ω
O
一
げ
ω
戸
　
く
口
］
円
゜
　
一
〇
〇
）
へ
的
中
し
よ
う
と
す
る
内
的
行
為
と
し
て
の
思
惟
（
∪
。
ロ
ぎ
口
9
『
写
ロ
曾
o
ω
国
§
ユ
。
一
P
国
o
F
一
b
。
）
の
運
動
（
b
u
①
≦
①
σ
q
巷
σ
q
）
で
あ
る
。
彼
の
哲
学
は
「
こ
の
よ
う
な
思
惟
の
方
法
的
客
観
化
」
（
。
σ
昏
）
の
試
み
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
『
実
存
哲
学
』
（
一
㊤
ω
。
。
）
は
こ
の
意
味
で
の
彼
の
哲
学
の
全
体
像
を
、
そ
の
論
述
構
成
に
お
い
て
よ
く
組
織
的
に
示
し
て
い
る
と
観
ら
れ
る
。
即
ち
、
現
実
の
探
求
（
山
鋤
ω
　
ω
口
O
げ
O
ロ
　
ユ
O
「
　
ぐ
く
帥
「
搾
一
一
〇
げ
評
①
一
什
）
と
し
て
の
哲
学
す
る
こ
と
は
、
方
法
的
客
観
化
に
お
い
て
、
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
三
つ
の
根
本
思
想
へ
分
節
化
さ
れ
る
（
o
げ
ユ
゜
）
。
　
第
一
に
、
包
括
者
（
α
器
q
ヨ
σ
q
邑
融
民
Φ
）
と
し
て
の
存
在
の
思
想
、
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
既
に
本
来
的
現
実
と
し
て
の
存
在
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
包
括
者
存
在
は
、
現
実
存
在
が
そ
こ
か
ら
我
々
に
立
ち
現
れ
る
と
こ
ろ
の
「
可
能
的
な
も
の
の
空
間
」
（
国
喜
゜
一
切
）
で
あ
る
。
第
二
の
根
本
思
想
は
、
真
理
（
≦
尋
臣
鼻
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
真
理
は
我
々
に
と
っ
て
現
実
存
在
へ
の
「
通
路
」
（
≦
①
ぴ
q
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
三
が
、
我
々
の
思
惟
の
目
標
で
あ
り
か
つ
根
源
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
哲
学
的
意
味
に
お
け
る
現
実
と
し
て
の
存
在
に
、
最
も
直
接
的
に
的
中
し
よ
う
と
試
み
る
思
想
で
あ
る
。
最
後
の
こ
の
思
想
は
、
前
の
二
つ
の
思
想
に
基
づ
い
て
初
め
て
充
分
な
明
晰
性
を
も
っ
て
遂
行
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
前
二
者
が
批
判
的
な
哲
学
的
思
惟
（
ξ
三
ω
9
Φ
ω
勺
三
δ
ω
8
寓
①
お
口
）
を
遂
行
す
る
の
に
対
し
て
、
具
体
的
な
哲
学
的
思
惟
（
ぎ
莫
お
8
ω
知
蓬
o
ω
8
三
〇
8
コ
）
を
遂
行
す
る
も
の
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
る
（
国
b
F
朝
。
。
捗
）
。
　
こ
こ
に
、
現
実
論
と
、
包
括
者
論
な
ら
び
に
真
理
論
と
は
、
性
格
を
異
に
す
る
二
つ
の
思
想
領
域
を
成
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
二
領
域
は
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
二
つ
の
主
著
『
哲
学
』
（
一
Φ
器
）
と
『
哲
学
的
論
理
学
第
一
巻
－
真
理
に
つ
い
て
ー
』
（
一
Φ
ミ
）
に
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
徹
さ
れ
る
。
　
『
哲
学
』
緒
言
（
一
り
。
。
一
）
に
お
い
て
、
本
書
の
意
図
は
、
本
来
的
な
存
在
意
識
（
ω
。
冒
ω
σ
Φ
≦
賃
韓
ω
虫
ロ
）
の
開
明
（
国
島
巴
琶
α
q
）
に
あ
る
こ
と
が
言
明
さ
れ
て
い
る
が
、
直
ち
に
続
い
て
、
そ
の
よ
う
な
存
在
意
識
が
そ
こ
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
哲
学
的
思
惟
そ
の
も
の
の
開
明
を
主
題
と
す
る
「
哲
学
的
論
理
学
」
（
℃
ず
凶
一
〇
ω
O
層
ゴ
一
ω
O
げ
O
　
】
じ
O
σ
q
一
搾
）
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
主
題
と
し
た
他
の
書
物
の
刊
行
が
予
告
さ
れ
て
い
る
（
一
・
宍
）
。
そ
の
第
一
巻
が
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
真
理
に
つ
い
て
』
で
あ
る
。
（
本
書
は
二
部
に
分
か
れ
る
哲
学
的
論
理
学
の
企
画
中
第
一
部
の
全
体
に
当
た
り
、
続
刊
の
予
定
で
あ
っ
た
第
二
部
に
当
た
る
第
二
．
三
．
四
巻
は
ヤ
ス
パ
ー
ス
存
命
中
、
遂
に
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
第
二
部
の
三
巻
は
「
方
法
論
」
「
範
疇
論
」
一62一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
「
科
学
論
」
と
さ
れ
、
第
一
部
に
お
い
て
獲
得
さ
れ
た
根
本
洞
察
を
、
規
定
的
認
識
の
諸
様
態
に
敷
術
し
て
論
述
す
る
筈
で
あ
っ
た
（
＜
α
≦
°
b
。
O
）
。
）
　
本
書
は
「
真
理
で
あ
る
こ
と
（
真
理
性
）
」
（
≦
昏
屋
。
首
）
の
意
味
の
諸
々
の
限
界
と
根
源
（
。
げ
島
し
を
開
明
す
る
こ
と
を
企
図
と
し
て
お
り
、
　
二
つ
の
予
備
的
部
門
（
薯
Φ
一
　
く
O
「
げ
①
吋
O
一
梓
O
昌
畠
Φ
　
］
り
O
一
一
〇
）
と
、
第
三
の
仕
上
げ
の
部
門
（
。
貯
匹
葺
け
2
〈
。
一
一
Φ
鼠
。
a
興
↓
。
δ
と
か
ら
成
る
。
即
ち
、
真
理
論
の
基
礎
づ
け
と
し
て
の
包
括
者
論
（
第
一
部
「
包
括
者
の
存
在
」
・
第
二
部
「
認
識
行
為
の
包
括
者
」
）
、
な
ら
び
に
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
真
理
論
（
第
三
部
「
真
理
」
）
か
ら
成
る
（
＜
◎
≦
’
合
）
。
ー
な
お
、
こ
の
書
の
準
備
に
ヤ
ス
パ
ー
ス
が
実
際
に
『
哲
学
』
完
成
後
間
隙
を
置
か
ず
に
着
手
し
た
こ
と
は
、
彼
自
身
の
報
告
か
ら
も
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
（
＜
α
≦
。
b
⊃
。
。
＝
㌔
匪
。
ω
o
も
窪
ω
。
ゴ
⑦
》
β
8
げ
一
。
α
q
吋
巷
匡
①
．
．
国
も
興
一
㊤
謡
ψ
。
。
①
）
、
そ
の
間
の
『
理
性
と
実
存
』
（
一
⑩
ω
朝
）
・
『
実
存
哲
学
』
に
お
け
る
哲
学
的
論
理
学
に
関
す
る
叙
述
の
主
要
部
分
が
殆
ど
そ
の
ま
ま
の
文
体
で
『
真
理
に
つ
い
て
』
の
中
に
散
見
さ
れ
（
く
o
q
一
゜
＜
自
ぐ
雫
゜
h
o
Q
o
　
》
昌
B
°
）
、
就
中
『
実
存
哲
学
』
に
お
け
る
真
理
論
の
論
述
構
成
に
い
た
っ
て
は
、
『
真
理
に
つ
い
て
』
に
お
け
る
真
理
論
の
そ
れ
と
の
明
ら
か
な
対
応
が
看
取
さ
れ
る
（
〈
匹
≦
°
U
葺
寅
↓
。
串
N
≦
Φ
一
器
同
〉
げ
ω
魯
巳
9
以
下
の
構
成
と
の
比
較
）
こ
と
、
等
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
本
来
的
現
実
へ
の
還
帰
が
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
（
】
円
層
ず
゜
　
α
G
◎
h
°
）
具
体
的
な
哲
学
的
思
惟
は
、
本
来
的
な
現
実
意
識
（
≦
邑
一
。
冥
Φ
一
富
げ
薯
畠
駐
①
圃
ジ
国
9
°
。
。
N
）
1
常
に
歴
史
的
（
σ
q
⑦
ω
。
三
鼻
盛
9
）
に
の
み
我
々
に
と
っ
て
現
前
し
得
る
と
こ
ろ
の
（
国
℃
巨
①
ω
h
°
）
1
の
開
明
を
、
直
戴
に
目
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
思
惟
は
『
哲
学
』
に
お
い
て
思
想
的
表
現
を
見
出
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
本
書
で
は
、
主
題
そ
の
も
の
は
本
来
的
存
在
意
識
の
開
明
に
あ
る
が
、
勿
論
同
時
に
既
に
本
来
的
な
哲
学
的
思
惟
が
事
実
的
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
具
体
的
思
惟
の
批
判
的
論
理
的
自
己
反
省
が
哲
学
的
論
理
学
に
他
な
ら
な
い
（
＜
犀
国
゜
お
α
）
。
存
在
意
識
の
開
明
と
し
て
の
具
体
的
思
惟
を
遂
行
す
る
「
哲
学
」
一63一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
と
、
そ
の
思
惟
の
論
理
的
自
己
意
識
（
δ
讐
ω
9
0
ω
ω
9
げ
ω
筈
o
≦
島
け
ω
o
旦
⑦
匡
．
）
と
し
て
の
「
哲
学
的
論
理
学
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
そ
の
明
瞭
な
言
表
が
『
理
性
と
実
存
』
の
中
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
存
在
探
求
の
こ
の
哲
学
的
思
惟
が
理
性
（
＜
。
ヨ
暮
ε
で
あ
り
、
哲
学
的
論
理
学
は
「
理
性
の
自
己
意
識
」
（
＜
ロ
国
゜
一
〇
Q
◎
）
と
呼
ば
れ
る
。
即
ち
ー
　
「
哲
学
す
る
こ
と
の
諸
可
能
性
の
一
つ
は
、
諸
々
の
存
在
様
態
を
そ
の
形
式
に
従
っ
て
現
前
化
す
る
思
惟
操
作
に
お
け
る
哲
学
的
論
理
学
の
運
動
で
あ
る
。
…
我
々
は
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
な
哲
学
す
る
こ
と
か
ら
、
即
ち
規
定
的
な
世
界
的
・
実
存
的
・
形
而
上
学
的
な
諸
内
実
（
O
o
げ
巴
8
）
（
即
ち
「
哲
学
」
の
三
主
題
i
筆
者
補
足
1
）
か
ら
、
眼
を
転
じ
る
。
む
し
ろ
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
は
…
哲
学
的
内
実
が
そ
こ
に
お
い
て
初
め
て
欺
隔
な
く
確
証
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
、
諸
々
の
地
平
と
形
式
と
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
＜
露
国
゜
ω
窃
）
　
「
こ
の
新
し
い
論
理
学
は
…
思
惟
の
普
遍
性
（
｛
旨
づ
一
く
Φ
『
ω
国
一
一
陣
餌
け
）
と
し
て
の
理
性
の
自
己
意
識
へ
の
道
で
あ
る
。
即
ち
、
　
こ
の
論
理
学
は
、
存
在
確
認
の
あ
ら
や
る
様
態
の
う
ち
で
、
つ
ま
り
諸
科
学
や
「
哲
学
的
世
界
定
位
」
「
実
存
開
明
」
「
形
而
上
学
」
の
う
ち
で
、
常
に
無
意
識
裡
に
生
産
的
は
た
ら
き
を
す
る
（
暮
σ
Φ
≦
島
什
冨
署
o
ひ
ニ
コ
o
q
o
巳
）
諸
々
の
形
式
と
方
法
と
を
洞
見
す
る
た
め
の
合
理
的
努
力
で
あ
る
。
」
（
＜
口
国
゜
一
〇
Q
o
）
一64一
　
「
「
哲
学
的
論
理
学
」
に
対
す
る
「
哲
学
」
の
関
係
と
は
次
の
こ
と
、
即
ち
、
「
哲
学
」
に
お
い
て
理
性
的
に
為
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
、
「
論
理
学
」
に
お
い
て
ー
理
性
性
（
＜
。
導
9
隷
σ
q
百
一
梓
）
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
様
態
と
共
に
ー
そ
れ
の
形
式
と
方
法
と
の
自
己
意
識
へ
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
＜
目
国
一
ま
）
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
　
以
上
の
考
証
か
ら
、
本
来
的
存
在
意
識
の
開
明
と
し
て
の
「
哲
学
」
と
、
思
惟
の
自
己
開
明
と
し
て
の
「
哲
学
的
論
理
学
」
と
は
、
相
互
補
完
的
関
係
に
お
い
て
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
哲
学
を
全
体
と
し
て
初
め
て
充
全
に
表
現
す
る
二
つ
の
思
想
領
域
で
あ
る
こ
と
　
　
　
　
（
一
）
が
確
認
さ
れ
る
。
二
、
伝
達
可
能
性
と
し
て
の
思
惟
　
と
こ
ろ
で
、
存
在
探
求
の
哲
学
的
思
惟
は
い
か
な
る
仕
方
で
存
在
に
関
係
す
る
の
か
、
即
ち
存
在
意
識
を
い
か
に
し
て
生
ぜ
し
め
、
ま
た
そ
の
は
た
ら
き
か
け
を
受
け
る
の
か
、
こ
の
根
本
問
題
の
追
究
の
た
め
に
、
現
実
存
在
へ
の
通
路
と
し
て
の
真
理
の
意
味
と
限
界
と
へ
の
問
い
が
立
て
ら
れ
る
。
我
々
に
と
っ
て
の
真
理
は
、
原
則
的
に
思
惟
可
能
性
（
∪
①
昌
喜
母
ぎ
置
く
ロ
頃
。
。
。
。
噛
≦
≦
°
り
。
。
一
）
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
制
約
と
し
て
の
対
象
性
（
O
①
σ
q
Φ
誹
感
呂
浮
穿
㊦
剛
け
）
の
側
面
を
も
つ
。
こ
の
思
惟
の
限
界
に
、
存
在
へ
関
係
す
る
信
仰
（
O
冨
＝
げ
Φ
）
の
場
が
存
す
る
。
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
か
ら
デ
カ
ル
ト
を
経
て
へ
ー
ゲ
ル
に
至
る
ま
で
の
哲
学
が
思
惟
と
存
在
を
同
一
視
し
た
（
＜
口
国
゜
＝
）
の
に
対
し
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
連
な
る
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
「
思
惟
が
存
在
で
あ
る
」
の
命
題
に
反
対
し
て
「
信
仰
が
存
在
で
あ
る
」
の
命
題
が
採
ら
れ
る
（
〈
ロ
国
」
♪
＆
）
。
し
か
し
、
思
惟
を
通
し
て
の
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
信
仰
の
存
在
意
識
は
可
能
で
あ
る
。
「
こ
の
信
仰
は
理
性
の
内
に
在
り
つ
つ
理
性
以
上
で
あ
る
。
（
＜
ロ
国
゜
一
＝
）
」
真
理
と
存
在
の
関
係
も
同
様
で
あ
る
。
真
理
と
い
う
制
約
は
、
我
々
に
存
在
へ
の
参
与
の
資
格
と
同
時
に
制
限
を
与
え
る
。
「
我
々
は
・
存
在
を
一65一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
探
求
す
る
場
合
、
真
理
を
探
求
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
存
在
は
、
真
理
性
に
お
い
て
我
々
に
自
ら
を
開
示
（
①
β
h
の
O
ず
＝
Φ
じ
Q
Φ
口
）
す
る
と
い
う
性
格
を
も
つ
、
と
い
う
こ
と
は
、
存
在
へ
参
与
す
る
我
々
の
能
力
が
（
い
わ
ば
）
監
禁
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
。
ヨ
Φ
固
昌
σ
q
①
ω
。
三
8
器
旨
皿
け
ロ
湯
Φ
お
の
目
。
圃
言
魯
ヨ
。
鼻
α
ロ
ロ
。
房
9
ヨ
ω
。
冒
）
を
意
味
す
る
。
真
理
性
の
外
部
あ
る
い
は
根
底
に
お
い
て
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
い
か
な
る
も
の
を
も
、
我
々
は
対
象
的
に
思
惟
ま
た
は
表
象
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
（
＜
α
≦
°
心
①
一
）
」
　
真
理
の
最
も
強
調
さ
れ
る
べ
き
根
本
性
格
は
、
「
伝
達
可
能
性
」
（
フ
自
一
什
け
O
凶
一
σ
四
吋
評
O
一
叶
）
で
あ
り
、
「
交
わ
り
」
（
閑
。
ヨ
ヨ
⊆
三
冨
け
δ
昌
）
と
の
結
合
で
あ
る
。
『
哲
学
』
緒
言
で
の
哲
学
的
論
理
学
へ
の
言
及
に
お
い
て
、
「
こ
の
論
理
学
は
（
本
書
『
哲
学
』
で
は
）
本
質
的
な
箇
所
で
示
唆
さ
れ
る
」
（
r
U
（
）
と
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
と
は
、
「
哲
学
的
論
理
学
」
の
名
辞
を
も
っ
て
さ
れ
て
い
る
所
と
し
て
は
、
第
二
巻
第
三
章
「
交
わ
り
」
の
末
尾
（
戸
一
ミ
）
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
哲
学
あ
る
い
は
哲
学
す
る
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
と
の
「
形
式
」
（
局
。
§
）
が
反
省
さ
れ
、
こ
の
形
式
は
「
伝
達
可
能
性
の
問
い
そ
の
も
の
が
意
識
さ
れ
続
け
、
そ
の
故
に
、
根
源
か
つ
目
標
と
し
て
の
交
わ
り
が
見
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
」
（
口
・
一
一
①
）
と
い
う
性
質
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
実
存
的
交
わ
り
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
（
目
゜
一
ミ
）
も
の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
伝
達
可
能
性
が
問
い
で
あ
る
に
留
ま
る
の
は
、
そ
れ
が
決
し
て
所
有
可
能
な
も
の
で
は
な
く
、
不
断
の
課
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
伝
達
は
こ
の
場
合
、
既
得
の
認
識
を
他
者
へ
伝
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
実
存
的
交
わ
り
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
か
る
共
同
体
（
Ω
。
ヨ
①
冨
。
冨
3
の
創
建
（
ω
二
津
o
昌
）
・
産
出
（
冨
2
。
ひ
M
ぎ
o
q
2
）
で
あ
る
（
『
一
δ
勝
）
。
哲
学
的
思
想
あ
る
い
は
思
惟
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
未
だ
交
わ
り
の
現
実
で
は
な
い
が
、
交
わ
り
の
実
現
に
貢
献
す
る
程
度
に
応
じ
て
哲
学
的
に
真
で
あ
る
（
口
゜
一
δ
）
。
従
っ
て
そ
の
形
式
は
、
「
一
つ
の
全
体
と
し
て
完
結
可
能
で
は
な
く
、
破
面
（
切
歪
。
臣
警
冨
）
を
留
め
て
い
る
。
（
『
一
罵
）
」
即
ち
、
交
わ
り
と
し
一66一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
て
の
現
実
に
対
し
て
自
ら
を
開
放
的
に
保
ち
、
そ
こ
へ
自
ら
を
超
え
て
ゆ
く
も
の
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
思
惟
の
自
己
反
省
と
し
て
の
哲
学
的
論
理
学
に
お
い
て
は
、
包
括
者
の
思
想
に
よ
る
思
惟
の
自
己
超
越
的
開
放
性
の
根
本
態
度
に
基
づ
き
つ
つ
「
思
惟
や
妥
当
的
知
の
諸
様
態
の
意
識
性
（
b
口
Φ
≦
口
こ
Q
け
げ
①
一
け
）
」
（
同
・
庚
y
が
追
究
さ
れ
、
「
明
晰
性
の
多
元
性
」
（
目
・
一
ミ
）
が
明
ら
か
に
な
る
、
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
仕
事
の
核
心
的
動
機
は
、
か
か
る
意
識
性
を
通
し
て
、
最
大
限
の
伝
達
可
能
性
を
獲
得
し
、
交
わ
り
の
空
間
を
開
く
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
、
　
こ
の
箇
所
の
脈
絡
か
ら
読
み
取
ら
れ
る
。
な
お
、
『
真
理
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
哲
学
的
論
理
学
は
伝
達
可
能
性
の
空
間
で
あ
る
。
（
＜
α
芝
゜
①
）
」
・
「
論
理
的
熟
考
の
意
味
は
、
思
惟
的
交
わ
り
（
儀
O
昌
評
O
昌
鳥
O
　
国
O
目
P
昌
ロ
ロ
ロ
一
評
9
鼠
O
昌
）
の
オ
ル
ガ
ノ
ン
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
（
＜
α
≦
°
刈
）
」
三
、
実
存
的
決
意
と
し
て
の
信
仰
　
こ
の
よ
う
に
交
わ
り
と
し
て
の
真
理
が
強
調
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
来
的
自
己
存
在
と
し
て
の
実
存
（
国
W
図
一
ω
け
O
昌
N
）
に
と
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
て
の
無
制
約
的
（
ロ
呂
巴
ヨ
σ
q
け
）
な
真
理
は
、
「
信
仰
に
お
け
る
真
理
」
（
ぎ
円
認
》
国
9
零
ω
b
。
）
と
し
て
経
験
さ
れ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
信
仰
真
理
は
、
交
わ
り
の
限
界
に
お
い
て
「
完
全
な
孤
独
」
（
目
．
一
Q
。
劇
）
の
う
ち
に
決
断
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
限
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
に
お
い
て
、
既
述
の
意
味
で
の
真
理
の
限
界
形
態
と
観
ら
れ
る
。
実
存
の
こ
の
超
理
性
的
側
面
の
開
明
は
、
同
時
に
そ
こ
か
ら
理
性
的
交
わ
り
ー
「
理
性
は
総
体
的
な
交
わ
り
へ
の
意
志
（
一
く
O
】
β
日
ニ
ロ
一
犀
⇔
梓
圃
O
昌
ω
奢
一
口
Φ
）
で
あ
る
。
（
＜
¢
中
お
）
」
1
の
、
必
然
性
が
示
唆
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
本
論
で
は
、
思
惟
の
限
界
と
し
て
の
信
仰
の
概
念
の
、
若
干
の
観
点
か
ら
の
明
瞭
化
を
試
み
る
。
一67一
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実
存
の
存
在
確
信
と
し
て
の
絶
対
的
意
識
（
昌
ω
9
9
⑦
ω
b
ゴ
。
≦
二
ζ
。
θ
ω
①
剛
P
戸
謡
α
）
あ
る
い
は
信
仰
は
、
世
界
内
行
為
に
関
わ
る
ヘ
　
　
へ
決
意
（
団
V
昌
け
ω
O
ゲ
一
二
ゆ
）
と
し
て
、
我
々
の
生
き
る
時
間
性
の
地
平
に
お
い
て
即
事
象
的
に
考
察
さ
れ
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
存
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
は
決
意
に
お
い
て
、
本
来
的
自
己
存
在
の
確
信
と
し
て
の
根
源
的
自
由
（
ロ
「
ω
只
曾
α
q
ぎ
冨
津
o
ぎ
o
登
目
」
°
。
O
）
を
経
験
す
る
。
こ
の
自
由
は
、
当
為
（
ω
o
＝
Φ
ロ
）
と
し
て
の
法
則
（
O
⑦
ω
9
N
）
と
の
緊
張
関
係
に
お
い
て
、
ま
た
実
存
的
な
選
択
（
芝
魯
一
）
に
お
い
て
、
考
究
さ
れ
る
。
e
当
為
（
法
則
）
に
お
け
る
自
由
　
法
則
に
お
い
て
自
由
は
初
め
て
倫
理
的
と
な
る
。
カ
ン
ト
に
お
け
る
、
道
徳
法
則
に
自
己
立
法
的
に
服
従
す
る
自
由
と
し
て
の
「
超
越
論
的
自
由
」
（
巳
o
嘗
彗
ω
N
①
呂
。
簿
9
①
写
o
一
冨
ぎ
目
．
ミ
゜
。
）
が
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
。
「
私
が
、
自
ら
義
務
拘
束
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
（
く
⑦
H
げ
陣
鵠
α
一
一
〇
げ
）
と
し
て
承
認
す
る
と
こ
ろ
の
、
法
則
に
従
っ
て
決
断
す
る
場
合
、
私
が
私
自
身
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
命
法
（目
?
�
ﾝ
甑
く
）
i
そ
れ
に
私
は
服
従
し
な
い
こ
と
も
出
来
た
で
あ
ろ
う
が
ー
に
服
従
す
る
限
り
で
、
私
は
自
由
で
あ
る
。
（
Φ
ぴ
F
）
」
ヤ
ス
パ
：
ス
は
こ
こ
で
、
本
来
的
自
由
の
開
明
の
た
め
に
、
普
遍
的
法
則
の
形
式
の
み
に
拠
る
こ
と
の
不
充
分
・
不
適
切
さ
を
問
題
に
す
る
。
即
ち
、
超
越
論
的
自
由
そ
の
も
の
の
内
実
が
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
法
則
と
い
う
客
観
性
・
普
遍
性
の
形
式
の
下
で
必
然
的
に
進
行
す
る
、
自
由
意
識
の
硬
直
化
、
い
わ
ぽ
根
源
か
ら
の
疎
外
化
が
指
摘
さ
れ
る
。
一68一
　
「
（
私
の
自
己
と
同
一
で
あ
る
が
故
に
明
証
的
に
妥
当
な
も
の
と
し
て
私
が
経
験
す
る
諸
規
範
と
し
て
の
）
諸
々
の
妥
当
性
（
O
。
ぎ
昌
o
q
①
昌
）
の
形
式
は
普
遍
的
（
巴
σ
q
①
ヨ
。
ぎ
）
な
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
し
か
し
諸
々
の
特
殊
な
妥
当
性
の
内
実
（
O
停
簿
）
は
最
も
具
体
的
な
も
の
に
ま
で
特
殊
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
自
己
の
全
き
現
前
（
く
。
一
冨
O
①
α
q
。
ロ
ぞ
胃
辞
α
Φ
ω
o
り
。
一
げ
の
け
）
を
通
し
て
初
め
て
そ
の
都
度
（
冨
毛
o
一
一
ω
）
見
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
（
口
・
寒
。
。
）
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
　
「
法
則
は
言
表
可
能
な
命
法
と
し
て
の
定
式
化
可
能
な
究
極
決
定
的
（
と
称
さ
れ
る
）
規
則
へ
下
落
し
、
自
己
は
そ
の
よ
う
な
法
則
の
実
現
の
一
事
例
へ
下
落
す
る
。
法
則
の
こ
の
よ
う
な
普
遍
化
と
、
自
己
一
般
へ
の
自
己
の
普
遍
化
（
一
般
化
）
と
に
お
い
て
は
、
私
の
具
体
的
な
自
由
意
識
は
適
切
な
開
明
へ
至
ら
な
い
。
合
理
的
に
一
義
的
な
定
式
は
必
然
的
に
硬
直
化
せ
ざ
る
を
え
ず
、
（
馬
車
馬
的
）
直
進
性
（
O
轟
象
巳
ぴ
q
冨
δ
と
機
械
仕
掛
け
化
と
を
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
規
定
的
時
間
的
状
況
に
お
け
る
歴
史
的
自
己
へ
の
接
近
に
よ
っ
て
特
殊
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
法
則
性
の
も
つ
内
実
は
、
超
越
論
的
自
由
の
法
則
を
通
し
て
は
的
中
さ
れ
な
い
。
」
（
口
・
一
お
）
　
し
か
し
、
普
遍
的
法
則
・
客
観
的
当
為
は
単
に
、
歴
史
的
具
体
性
（
ぴ
q
。
ω
。
三
畠
島
臼
Φ
閑
8
町
。
昏
。
ぎ
目
゜
ω
ω
O
）
へ
向
け
て
克
服
さ
れ
て
し
ま
わ
れ
る
べ
き
な
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
「
実
存
の
現
象
（
申
ω
o
冨
ぢ
ロ
品
）
」
（
目
ω
念
）
と
し
て
把
捉
し
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
客
観
性
と
の
緊
張
に
お
い
て
の
み
人
は
真
実
に
実
存
し
得
る
。
一
般
に
当
為
は
「
妥
当
的
な
も
の
（
審
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
O
曽
三
α
q
・
）
と
し
て
の
客
観
性
」
（
目
゜
ω
劇
劇
）
で
あ
る
が
、
実
存
は
「
己
れ
が
無
制
約
的
に
為
す
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
当
為
と
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
た
も
の
と
し
て
（
巴
ω
ひ
q
Φ
ω
o
淳
）
了
解
（
〈
興
ω
8
ゲ
窪
）
」
（
目
ω
ω
O
）
す
る
。
実
存
的
次
元
に
お
い
て
当
為
は
、
反
省
に
お
い
て
意
識
化
さ
れ
た
1
従
っ
て
既
に
客
観
化
さ
れ
た
ー
無
制
約
性
の
形
式
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
「
私
に
と
っ
て
本
来
的
に
現
前
的
な
、
遂
行
す
る
こ
と
に
お
い
て
確
信
さ
れ
る
も
の
」
（
＜
α
≦
噛
刈
合
）
　
即
ち
存
在
一69一
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確
信
と
し
て
の
実
存
的
真
理
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
そ
れ
に
つ
い
て
私
は
知
る
こ
と
は
な
い
が
、
し
か
し
私
が
あ
ら
ゆ
る
対
象
的
な
も
の
を
、
同
時
に
そ
の
対
象
的
な
も
の
の
内
に
留
ま
り
つ
つ
、
超
越
（
け
機
四
昌
ω
N
①
口
畠
凶
O
同
O
昌
）
す
る
場
合
、
私
は
（
そ
の
よ
う
な
対
象
的
な
も
の
に
つ
い
て
）
知
り
つ
つ
（
私
自
ら
）
当
の
現
前
的
な
確
信
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
。
σ
9
）
」
こ
の
根
本
事
情
か
ら
、
そ
の
都
度
の
対
象
的
な
現
存
在
（
∪
餌
ω
①
ヨ
）
を
無
制
約
的
に
把
捉
（
。
茜
『
Φ
幣
謬
）
す
る
決
意
の
「
歴
史
的
絶
対
性
」
（
σ
Q
O
ω
O
ゴ
一
〇
ゴ
ニ
一
〇
ず
Φ
　
》
ぴ
の
O
一
口
け
げ
①
一
∬
　
国
員
゜
　
b
◎
一
刈
）
の
特
殊
な
性
格
が
生
じ
る
。
即
ち
「
実
存
は
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
真
理
（
σ
q
O
o
り
O
げ
一
〇
げ
梓
嵩
O
『
　
げ
Φ
ω
け
一
ヨ
旨
口
け
O
　
≦
餌
げ
「
7
0
一
け
）
で
あ
り
、
こ
の
真
理
は
諸
々
の
判
断
と
目
標
と
に
お
い
て
自
ら
を
言
表
す
る
。
　
こ
の
よ
う
な
判
断
と
目
標
は
、
実
存
の
真
理
に
お
い
て
、
ま
た
こ
の
真
理
に
と
っ
て
、
絶
対
的
（
9
。
σ
ω
o
冨
け
）
で
あ
る
が
、
し
か
し
（
実
存
の
現
前
性
か
ら
）
解
離
し
た
対
象
性
と
し
て
妥
当
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
対
象
性
と
し
て
は
む
し
ろ
相
対
化
可
能
（
『
O
一
P
け
一
く
凶
O
「
げ
9
『
）
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（
＜
α
奎
謹
b
。
）
」
把
捉
さ
れ
る
現
存
在
も
ゆ
い
伽
を
絶
対
化
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
決
意
の
歴
史
的
瞬
間
に
お
い
て
絶
対
的
に
真
剣
に
把
捉
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
緊
張
に
お
い
て
の
み
、
実
存
の
無
制
約
的
真
理
は
生
ず
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
こ
の
根
本
事
情
は
、
当
為
と
し
て
の
客
観
性
と
、
決
意
そ
の
も
の
の
「
根
源
的
直
接
性
」
（
霞
ω
買
言
σ
q
ま
冨
q
昌
ヨ
洋
。
一
冨
鱒
。
貫
　
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
『
ω
り
）
と
し
て
の
主
観
性
と
の
二
律
背
反
的
緊
張
関
係
（
目
゜
ω
b
。
ポ
。
。
b
。
り
）
に
お
い
て
再
認
さ
れ
る
。
　
一
つ
の
主
観
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
歴
史
的
瞬
間
（
〉
口
ぴ
q
Φ
昌
ぴ
一
一
〇
叶
噂
　
H
【
°
　
一
b
o
刈
）
に
お
け
る
決
意
の
究
極
的
直
接
性
は
、
実
存
的
深
み
の
源
泉
で
は
あ
っ
て
も
、
当
為
の
形
式
に
お
い
て
の
み
自
ら
を
意
識
的
に
明
瞭
に
了
解
す
る
の
で
あ
り
、
然
ら
ざ
れ
ぽ
単
な
る
我
意
（
団
N
σ
q
Φ
昌
≦
踏
一
〇
り
　
H
【
．
　
ω
G
Q
O
）
の
恣
意
的
盲
目
的
な
主
観
性
と
区
別
さ
れ
な
い
。
し
か
し
反
省
に
よ
る
意
識
化
は
既
に
対
象
化
－
客
観
化
の
過
程
に
在
る
こ
と
で
あ
り
、
実
存
的
充
実
の
根
源
が
究
極
的
に
明
瞭
に
な
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
一70一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
　
と
こ
ろ
で
、
当
為
に
は
二
つ
の
段
階
が
指
摘
さ
れ
得
る
。
即
ち
、
合
理
的
に
洞
察
さ
れ
得
る
も
の
と
な
り
、
一
般
的
に
定
式
化
さ
れ
た
「
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
法
則
」
（
『
。
。
。
。
一
）
と
し
て
の
当
為
と
、
　
よ
り
深
い
段
階
の
、
「
歴
史
的
現
在
（
O
Φ
σ
q
Φ
昌
≦
9
。
壽
）
か
ら
獲
得
さ
れ
た
法
則
」
（
閏
゜
ω
ω
卜
a
）
と
し
て
の
当
為
と
で
あ
る
。
二
つ
の
当
為
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
現
前
的
歴
史
性
の
共
同
体
に
お
け
る
そ
の
都
度
の
自
己
が
、
或
る
一
般
的
な
も
の
の
事
例
や
或
る
全
体
に
お
け
る
代
替
可
能
な
機
能
よ
り
以
上
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
般
的
定
式
へ
固
定
化
さ
れ
た
当
為
に
対
し
て
、
よ
り
深
い
当
為
が
逆
ら
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
よ
う
な
源
泉
か
ら
初
め
て
、
理
性
的
に
洞
察
可
能
で
あ
っ
て
そ
れ
自
体
と
し
て
は
単
に
相
対
的
な
当
為
の
根
底
に
存
す
る
無
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
制
約
性
（
q
昌
げ
Φ
α
一
昌
ぴ
q
什
げ
Φ
凶
け
）
が
生
ず
る
。
（
目
゜
ω
ω
O
）
」
当
為
の
形
式
に
お
い
て
の
み
自
ら
の
行
為
の
世
界
内
で
の
妥
当
性
を
確
認
し
な
が
ら
も
、
歴
史
的
具
体
的
現
在
の
い
わ
ば
反
映
を
喪
失
し
て
全
く
一
般
的
な
合
理
的
洞
察
と
な
っ
た
当
為
に
対
し
て
は
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
れ
へ
の
服
従
に
お
い
て
単
に
正
当
な
事
を
為
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
空
虚
な
意
識
の
経
験
か
ら
、
本
来
的
存
在
意
識
の
探
求
の
途
上
で
一
旦
克
服
突
破
し
、
歴
史
的
現
在
の
充
実
か
ら
い
わ
ぽ
新
た
に
創
造
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把
捉
し
直
す
こ
と
ー
当
為
の
二
段
階
、
い
わ
ば
合
理
的
当
為
と
実
存
的
当
為
は
、
こ
の
よ
う
な
実
存
的
意
識
の
運
動
の
結
節
点
と
見
倣
さ
れ
る
。
　
こ
の
二
当
為
、
換
言
す
れ
ば
一
般
的
固
定
的
法
則
と
歴
史
的
に
特
殊
的
な
法
則
、
お
よ
び
根
源
的
直
接
性
を
三
つ
の
結
節
点
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
テ
ン
ジ
ロ
フ
す
る
実
存
的
運
動
の
根
本
事
情
を
、
我
々
は
次
の
文
に
お
い
て
集
中
的
に
確
認
し
得
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
「
無
制
約
的
な
も
の
の
真
理
は
次
の
よ
う
な
緊
張
（
ω
冨
弓
巨
σ
q
）
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
。
即
ち
、
内
容
的
に
規
定
さ
れ
た
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
為
の
、
洞
察
的
な
も
の
と
な
っ
た
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
諸
法
則
を
、
義
務
拘
束
的
な
も
の
と
し
て
現
在
の
中
へ
採
り
入
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
が
、
し
か
し
意
識
し
て
（
9
≦
虞
ε
D
樽
）
相
対
化
可
能
な
も
の
と
見
倣
す
こ
と
、
し
か
も
こ
の
こ
と
を
、
新
た
に
為
さ
れ
た
無
制
約
的
一71一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
な
も
の
を
、
こ
の
も
の
が
或
る
法
則
の
形
に
お
い
て
了
解
さ
れ
て
い
る
場
合
に
初
め
て
、
妥
当
的
（
σ
q
口
圧
σ
q
）
な
も
の
と
し
て
承
認
し
よ
う
と
す
る
立
日
心
志
を
も
っ
て
す
る
こ
と
。
し
か
し
そ
れ
な
ら
ぽ
行
為
は
、
合
理
的
に
客
観
化
す
る
了
解
が
そ
の
可
能
的
結
末
に
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
ま
で
至
り
得
る
以
前
に
（
び
o
く
g
）
、
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
制
約
性
の
内
に
は
暗
闇
の
深
み
（
簿
目
凶
゜
h
Φ
α
゜
°
・
∪
。
壼
ω
）
が
存
続
す
る
、
た
と
え
こ
の
深
み
は
獲
得
さ
れ
た
法
則
性
の
明
る
さ
の
根
底
と
し
て
の
み
真
で
あ
る
に
し
て
も
。
」
（
目
・
ω
。
。
一
）
　
こ
の
よ
う
な
根
本
事
情
に
お
い
て
、
実
存
に
お
け
る
超
理
性
的
な
も
の
寮
、
意
識
化
す
る
思
惟
の
明
る
さ
の
限
界
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
⇔
選
択
に
お
け
る
自
由
超
越
論
的
自
由
の
内
実
は
、
ま
さ
に
、
あ
自
由
概
念
の
特
質
で
あ
る
法
則
の
形
式
を
通
し
て
の
み
で
は
ー
も
と
よ
り
法
則
は
「
実
存
が
自
己
自
身
を
無
制
約
性
と
し
て
見
出
す
た
め
に
克
服
す
る
抵
抗
体
」
（
昌
゜
ω
じ
。
一
）
と
し
て
不
可
避
で
あ
る
が
ー
充
分
に
接
近
さ
れ
な
い
。
歴
史
的
具
体
性
へ
の
接
近
に
よ
る
法
則
の
特
殊
化
の
方
向
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
本
来
的
畠
意
識
の
開
明
の
た
め
に
、
そ
の
時
間
的
形
式
と
し
て
の
実
存
的
決
意
を
、
更
に
、
そ
の
都
度
の
規
定
的
一
者
の
愚
扮
と
し
て
論
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
実
存
的
決
意
の
無
制
約
性
．
絶
対
性
は
、
そ
の
時
間
的
規
定
性
を
通
し
て
却
・
て
初
め
て
出
現
す
る
。
我
・
は
空
間
的
時
間
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
に
そ
の
都
度
与
え
ら
れ
た
状
況
（
ω
・
け
・
・
§
）
繕
び
付
け
ら
れ
て
お
り
、
・
の
「
状
況
が
空
間
と
時
間
に
従
・
て
選
択
へ
と
強
い
る
。
（
口
」
①
一
）
」
「
た
と
え
ど
こ
で
私
が
決
断
し
行
為
し
よ
う
と
も
、
私
0
か
を
の
は
や
は
り
総
体
性
（
目
9
9
。
洋
馨
）
で
は
な
く
・
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
客
観
的
に
特
殊
な
状
況
に
お
け
る
諸
々
の
規
定
的
所
与
性
を
も
っ
た
一
自
我
で
あ
る
。
（
目
゜
一
刈
り
h
）
」
「
私
が
総
て
の
前
提
と
可
能
性
と
の
現
前
化
に
お
い
て
理
念
（
置
8
）
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
待
と
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
私
は
決
し
て
行
為
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
（
閏
．
一
。
。
O
）
」
規
定
的
状
況
に
お
い
て
は
「
私
は
さ
し
あ
た
り
次
の
こ
と
、
即
ち
、
総
体
性
が
決
し
て
完
成
し
て
お
ら
ず
、
可
能
的
自
己
存
在
の
拡
張
が
そ
の
限
界
に
ま
で
達
し
て
い
な
い
の
に
、
し
か
し
既
に
聯
愉
適
仙
も
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
経
験
す
る
。
（
O
σ
α
゜
）
」
こ
の
よ
う
な
立
日
心
味
で
の
「
時
間
的
に
規
定
さ
れ
た
選
択
」
（
N
⑦
菖
筈
げ
。
ω
梓
ぎ
目
8
薯
餌
匡
曽
゜
げ
ら
）
ー
そ
れ
は
さ
し
あ
た
り
「
可
能
な
理
念
的
吟
味
と
確
実
化
と
の
狭
隆
化
と
し
て
の
不
自
由
」
（
⑦
げ
F
）
と
映
る
が
ー
に
お
い
て
初
め
て
「
拠
獅
静
ヘ
　
　
へ
自
由
」
「
目
販
も
深
い
実
存
的
自
由
」
ー
「
あ
ら
ゆ
る
対
象
化
と
一
般
化
と
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
」
（
。
σ
9
）
絶
対
的
に
歴
史
的
な
自
由
ー
が
経
験
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
由
に
お
け
る
選
択
は
、
そ
の
無
制
約
性
に
お
い
て
「
熟
考
（
q
σ
Φ
ユ
o
讐
昌
σ
q
窪
）
の
帰
結
で
は
な
い
。
（
・
…
．
・
）
」
む
し
ろ
熟
考
の
み
に
拠
っ
て
は
暴
懲
」
（
垂
曇
・
貯
・
導
・
Φ
喜
゜
邑
し
か
得
ら
れ
ず
・
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
無
制
約
性
の
絶
対
性
は
得
ら
れ
な
い
。
従
・
て
こ
の
奏
存
の
絶
対
的
決
断
L
（
・
邑
と
し
て
の
選
択
に
は
・
あ
ら
ゆ
る
熟
考
か
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
ら
の
或
る
飛
躍
（
ω
b
壇
ロ
昌
ひ
q
「
。
げ
9
）
が
存
す
る
。
こ
の
飛
躍
の
意
味
は
、
こ
の
選
択
が
、
「
盲
目
的
に
大
胆
な
現
存
在
の
無
思
慮
な
実
行
」
「
単
に
直
接
的
な
恣
意
（
≦
穿
貯
）
」
か
ら
は
、
「
可
能
的
な
も
の
の
空
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
客
観
性
に
面
し
つ
つ
・
主
観
の
無
限
な
反
省
に
お
い
て
吟
味
さ
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
、
「
徹
底
的
に
媛
が
ぎ
ガ
で
（
〈
O
「
口
P
一
け
叶
①
一
汁
）
い
る
」
が
、
し
か
し
決
断
の
瞬
間
に
お
い
て
は
「
に
も
拘
ら
ず
全
く
画
接
静
（
離
昌
b
P
一
什
け
Φ
一
σ
国
『
）
で
も
あ
る
」
（
°
σ
g
）
・
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
だ
が
、
切
迫
し
た
時
間
的
状
況
の
強
制
そ
の
も
の
が
根
源
的
自
由
を
生
み
出
す
の
で
は
な
く
、
こ
の
状
況
の
契
機
に
お
い
て
・
思
惟
を
通
し
て
は
汲
み
尽
く
さ
れ
な
い
我
々
の
生
き
る
根
源
が
鋭
く
意
識
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
思
惟
の
隣
界
に
お
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
け
る
我
々
の
存
在
根
拠
の
覚
知
（
一
昌
昌
O
♂
＜
①
「
画
0
5
）
と
い
う
意
味
で
、
ヤ
ス
パ
！
ス
哲
学
に
お
け
る
静
伽
の
次
元
の
開
顕
で
あ
る
と
一73一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
捉
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
選
択
に
お
け
る
自
由
意
識
は
「
本
来
的
自
己
の
根
源
的
必
然
性
（
巳
o
葺
ω
只
曾
α
q
琴
冨
Z
o
暑
①
ロ
巳
σ
q
冨
搾
）
の
意
識
」
（
目
゜
目
゜
。
H
）
と
共
に
在
る
。
実
存
的
選
択
は
恣
意
に
対
し
て
「
客
観
的
に
は
区
別
の
い
か
な
る
標
識
も
な
い
」
が
、
「
主
観
的
に
は
決
意
に
お
い
て
ま
さ
に
任
意
性
（
b
σ
O
＝
O
び
一
σ
q
犀
O
一
け
）
の
最
遠
な
対
極
が
達
せ
ら
れ
て
い
る
」
（
戸
一
。
。
　
h
）
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
彼
が
彼
自
身
で
あ
る
故
に
斯
く
為
さ
ざ
る
を
え
ぬ
（
ヨ
‘
の
ω
O
ロ
）
者
の
自
由
」
（
目
゜
一
゜
。
b
。
）
で
あ
る
。
　
実
存
的
自
由
に
固
有
な
必
然
性
は
、
三
つ
の
相
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
歴
史
的
持
続
性
、
歴
史
的
瞬
間
お
よ
び
超
越
的
関
係
性
の
諸
相
に
お
い
て
。
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
「
時
間
的
に
見
ら
れ
た
」
実
存
的
選
択
の
特
質
は
、
「
把
捉
さ
れ
た
も
の
（
審
ω
卑
鵯
漆
o
旨
o
）
が
無
制
約
的
に
固
持
さ
れ
（
h
。
ω
ぐ
ひ
q
Φ
冨
言
口
）
る
こ
と
」
・
で
あ
る
（
閏
゜
一
◎
o
b
の
）
。
一
度
把
捉
さ
れ
た
も
の
は
、
自
己
の
歴
史
的
実
体
を
同
時
に
滅
ぼ
さ
ず
に
は
、
決
し
て
放
棄
さ
れ
な
い
。
選
択
は
さ
し
あ
た
り
時
間
的
に
そ
の
都
度
の
規
定
的
一
者
の
把
捉
と
見
ら
れ
る
が
、
実
存
的
選
択
は
「
忘
却
と
溶
解
に
反
対
す
る
忠
実
と
持
続
性
（
］
り
機
Φ
口
Φ
　
⊆
ロ
ユ
　
一
（
O
昌
寓
昌
ロ
一
け
餌
齢
）
」
（
目
゜
一
。
。
窃
）
を
通
し
て
、
生
涯
全
体
に
お
い
て
見
ら
れ
た
歴
史
的
実
体
と
し
て
の
自
己
存
在
の
生
成
の
根
拠
と
な
る
。
己
れ
の
歴
史
的
根
源
は
、
そ
の
都
度
の
実
存
的
選
択
と
そ
れ
へ
の
忠
実
を
通
し
て
時
間
的
に
獲
得
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
既
に
為
さ
れ
た
選
択
は
爾
後
の
選
択
の
歴
史
的
に
拘
束
的
な
根
拠
と
な
る
。
こ
の
意
味
で
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
根
源
的
決
意
に
お
い
て
把
捉
さ
れ
た
現
存
在
は
、
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
こ
か
ら
私
が
生
き
、
そ
．
～
か
ち
一
切
の
新
た
な
も
の
が
魂
を
ふ
き
こ
ま
れ
（
び
Φ
ω
Φ
①
一
け
）
る
と
こ
ろ
の
源
泉
で
あ
る
。
（
目
」
。
。
b
。
）
」
「
選
択
は
、
私
が
自
由
な
決
断
に
お
い
て
単
に
世
界
内
で
行
為
す
る
の
み
な
ら
ず
、
私
自
身
の
本
質
を
歴
史
的
持
続
性
に
お
い
て
創
造
す
る
の
だ
、
と
い
う
意
識
の
表
現
で
あ
る
。
（
Φ
区
゜
）
」
こ
の
こ
と
の
更
に
明
確
な
言
表
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
私
が
こ
れ
ま
一74一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
で
為
し
た
事
を
通
し
て
私
の
将
来
の
行
為
の
内
へ
置
か
れ
た
必
然
性
は
、
私
を
私
自
身
を
通
し
て
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
、
同
時
に
私
以
外
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
私
自
身
の
必
然
性
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
実
存
的
選
択
は
、
そ
の
都
度
一
回
限
り
遂
行
さ
れ
て
し
ま
う
と
も
は
や
取
り
消
さ
れ
得
な
い
と
こ
ろ
の
、
何
か
或
る
究
極
決
定
的
な
も
の
と
し
て
開
明
さ
れ
る
。
選
択
に
お
い
て
は
自
由
で
あ
り
な
が
ら
、
私
は
自
ら
を
選
択
に
よ
っ
て
拘
束
（
げ
凶
民
自
）
し
、
諸
々
の
一
貫
性
（
9
①
閑
。
崖
8
器
嵩
窪
）
を
遂
行
し
か
っ
担
う
。
…
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
決
断
は
い
ず
れ
も
、
私
の
歴
史
的
現
実
の
形
成
に
お
け
る
一
つ
の
新
た
な
根
拠
と
な
る
。
（
目
゜
一
り
窃
）
」
こ
れ
が
、
「
あ
ら
ゆ
る
新
た
な
選
択
に
お
い
て
、
己
れ
の
歴
史
的
根
拠
に
よ
る
拘
束
（
し
口
言
α
ロ
ロ
o
q
）
と
し
て
現
前
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
必
然
性
」
（
目
幽
一
㊤
①
）
で
あ
り
、
歴
史
的
持
続
性
の
相
に
お
い
て
見
ら
れ
た
必
然
性
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
己
れ
の
歴
史
的
根
拠
へ
の
忠
実
と
し
て
の
必
然
性
（
こ
れ
は
日
常
（
≧
富
。
q
）
に
お
け
る
絶
対
的
意
識
の
形
式
で
あ
る
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）
の
、
高
揚
し
た
諸
瞬
間
へ
の
忠
実
と
見
徹
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
）
の
内
実
あ
る
歴
史
的
意
識
を
前
提
と
し
て
初
め
て
、
時
間
的
状
況
の
切
迫
に
お
け
る
選
択
の
「
不
可
不
」
（
寓
口
ω
ω
Φ
”
）
ー
即
ち
「
『
此
処
に
私
は
立
っ
て
お
り
、
他
の
様
に
は
為
し
得
な
い
』
と
い
う
意
識
」
（
閏
゜
一
り
①
）
レ
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
主
体
に
対
す
る
単
な
る
外
的
・
内
的
強
制
の
表
現
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
高
揚
し
た
瞬
間
に
お
け
る
「
よ
り
深
い
必
然
性
」
（
①
σ
血
゜
）
が
現
出
す
る
契
機
、
即
ち
「
実
存
的
不
可
不
」
（
戸
一
。
。
切
）
と
な
る
。
こ
の
瞬
間
に
お
い
て
「
実
存
の
最
も
根
源
的
な
自
由
決
断
」
（
目
陰
一
り
O
）
が
あ
る
が
、
時
間
的
急
迫
と
し
て
の
不
可
不
は
直
ち
に
こ
れ
と
同
一
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
自
由
が
最
も
深
く
現
象
す
る
時
間
的
場
で
あ
る
と
観
ら
れ
る
。
根
源
的
自
由
は
「
私
が
こ
の
自
由
に
お
い
て
初
め
て
私
を
本
来
的
に
私
自
身
と
し
て
知
る
」
（
口
「
一
。
。
O
）
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
我
々
は
今
一
歩
こ
の
時
間
の
地
平
に
お
け
る
「
実
存
的
必
然
性
」
（
目
゜
お
①
）
の
概
念
に
押
し
入
っ
て
み
る
。
　
実
存
的
必
然
性
に
お
け
る
選
択
は
、
自
己
反
省
や
客
観
的
考
量
と
し
て
の
思
惟
の
限
界
に
臨
ん
で
の
「
行
為
の
敢
行
（
≦
餌
σ
q
巳
ω
）
」
一75一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
（
戸
ω
゜
。
ω
）
「
冒
険
」
（
国
ω
篤
P
口
」
り
Φ
）
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
の
「
遂
行
す
る
こ
と
」
（
＜
巳
N
δ
冨
ぎ
目
」
。
。
㎝
）
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
無
知
」
（
Z
δ
琴
惹
の
■
■
窪
）
に
お
け
る
「
意
欲
」
（
≦
亀
雪
）
の
敢
行
が
、
「
そ
こ
で
私
が
絶
望
し
つ
つ
全
く
の
非
存
在
を
意
識
す
る
か
、
あ
る
い
は
或
る
よ
り
根
源
的
な
存
在
を
覚
知
す
る
か
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
限
界
（
O
お
昌
器
）
」
（
口
」
。
。
O
）
に
面
し
て
要
求
さ
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
の
必
然
性
で
あ
る
。
即
ち
、
実
存
的
不
可
不
は
、
時
間
的
に
規
定
さ
れ
た
状
況
に
お
い
て
、
不
決
断
に
お
け
る
自
己
喪
失
か
、
決
断
に
お
け
る
自
己
確
信
か
の
、
い
ず
れ
か
で
し
か
な
い
と
い
う
緊
張
の
表
現
で
あ
る
。
「
何
も
の
も
決
断
さ
れ
な
い
（
ロ
ま
彗
ω
。
罠
。
α
雪
）
ま
ま
で
は
あ
り
得
な
い
。
時
間
的
可
能
性
の
限
ら
れ
た
活
動
空
間
の
み
が
在
り
、
こ
れ
を
越
え
て
は
決
断
は
も
は
や
延
期
さ
れ
得
ず
、
今
や
私
に
よ
る
決
断
の
代
わ
り
に
私
は
（
他
か
ら
）
決
定
さ
れ
（
O
】
P
け
ω
O
ゴ
一
〇
畠
O
一
ρ
）
る
。
（
『
一
。
。
恥
）
」
時
間
現
存
在
（
N
鼻
留
ω
。
ぎ
）
の
状
況
に
お
い
て
は
自
己
は
何
事
か
を
無
制
約
的
に
意
志
（
意
欲
）
し
選
択
し
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
存
し
存
在
を
確
信
し
得
る
。
い
か
な
る
客
観
的
指
示
も
究
極
決
定
的
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で
の
魚
知
と
、
同
時
に
、
存
在
か
非
存
在
か
の
決
断
の
不
可
不
と
に
お
い
て
、
究
極
的
に
は
己
れ
以
外
の
も
の
に
は
基
づ
か
ぬ
意
欲
の
直
接
的
・
無
根
拠
な
能
動
性
ー
「
自
ら
に
と
っ
て
自
ら
自
身
の
根
拠
で
あ
る
能
動
性
（
〉
評
け
一
く
一
叶
似
梓
）
」
（
戸
一
欝
）
ー
が
最
も
鋭
く
顕
わ
と
な
る
。
存
在
へ
の
関
係
の
た
め
に
、
知
（
≦
－
一
ω
゜
・
⑦
ロ
）
で
は
な
く
意
欲
が
究
極
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
「
私
は
知
ら
な
い
が
故
に
意
欲
（
意
志
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
の
意
欲
に
と
っ
て
の
み
、
知
に
は
近
付
き
得
な
い
存
在
が
自
ら
を
開
顕
（
O
庸
①
昌
び
P
触
O
P
）
し
得
る
。
無
知
は
、
意
欲
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
≦
。
＝
Φ
昌
ヨ
o
ω
ω
Φ
5
）
の
根
源
で
あ
る
。
（
目
」
㊤
一
）
」
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
「
私
は
意
欲
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
終
極
に
お
い
て
存
在
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
ぽ
、
意
欲
が
私
の
究
極
的
な
も
の
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
戸
一
㊤
刈
）
」
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
究
極
的
に
無
根
拠
な
意
欲
に
よ
る
、
規
定
的
現
存
在
と
し
て
の
一
者
の
把
捉
と
し
て
の
選
択
の
瞬
間
一76一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
が
、
そ
の
無
制
約
性
に
お
い
て
同
時
に
、
根
源
的
自
由
に
お
け
る
本
来
的
自
己
の
覚
知
お
よ
び
本
来
的
存
在
の
開
顕
の
瞬
間
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
瞬
間
は
、
人
が
任
意
に
創
り
出
し
得
る
も
の
で
も
な
け
れ
ぽ
、
い
つ
で
も
期
待
さ
れ
得
る
も
の
で
も
な
い
。
敢
行
に
お
け
る
根
源
的
自
由
の
経
験
そ
の
も
の
に
お
い
て
、
新
た
な
拘
束
が
明
ら
か
と
な
る
。
単
に
時
間
的
に
規
定
的
な
状
況
さ
え
与
え
ら
れ
て
い
れ
ぽ
、
意
欲
に
お
い
て
根
源
的
自
由
が
経
験
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
状
況
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た
単
な
る
意
志
決
定
と
し
て
の
意
欲
に
お
い
て
、
根
源
的
自
由
が
欠
落
し
、
選
択
が
実
存
的
に
充
実
し
た
意
味
で
の
選
択
と
な
ら
ず
に
自
失
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
「
根
源
的
自
由
の
欠
落
（
》
房
匡
愈
げ
曾
）
に
お
い
て
は
、
無
理
強
い
さ
れ
た
千
鳥
足
の
突
入
（
壼
ω
α
q
Φ
≦
巴
け
鴇
δ
①
田
器
剛
暮
9
ロ
ヨ
o
ぎ
）
が
生
ず
る
、
即
ち
私
は
知
も
選
択
も
な
い
ま
ま
空
虚
な
状
態
で
決
定
（
①
昌
梓
ω
O
げ
①
一
α
O
口
）
す
る
。
（
目
゜
蕊
心
）
」
　
根
源
的
自
由
の
欠
落
の
可
能
性
が
そ
こ
で
同
時
に
意
識
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
、
こ
の
自
由
の
経
験
は
、
実
存
の
自
己
確
信
で
あ
る
こ
の
自
由
の
自
己
被
贈
性
（
ω
8
9
。
ω
。
冨
鼻
暑
⑦
a
。
p
＜
q
≦
課
b
。
）
・
超
越
的
関
係
性
（
＃
雪
の
器
邑
①
彗
。
じ
d
Φ
N
。
ぴ
q
Φ
喜
。
登
目
。
お
。
。
）
を
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
実
存
的
自
由
そ
の
も
の
の
「
不
如
意
」
（
＜
⑦
「
ω
曽
α
q
Φ
昌
噛
　
目
【
°
　
一
〇
り
噂
自
H
°
　
卜
Ω
b
Ω
一
）
の
意
識
が
、
時
間
的
に
規
定
さ
れ
た
実
存
的
不
可
不
と
し
て
の
必
然
性
と
は
別
の
次
元
に
お
け
る
、
い
わ
ば
超
越
的
に
規
定
さ
れ
た
必
然
性
の
思
想
を
招
来
す
る
。
実
存
的
自
由
は
、
時
間
的
必
然
性
と
の
同
一
化
の
意
味
と
は
異
質
な
意
味
に
お
い
て
、
今
度
は
超
越
的
必
然
性
と
の
合
一
（
国
貯
署
o
a
o
P
戸
H
8
）
と
し
て
思
惟
さ
れ
る
。
　
自
己
存
在
の
根
源
と
し
て
の
自
由
は
、
伝
達
可
能
性
へ
と
明
瞭
化
す
る
思
惟
に
よ
っ
て
洞
徹
（
山
霞
9
費
ぎ
α
q
窪
り
戸
自
）
さ
れ
得
な
い
直
接
性
で
あ
り
、
実
存
す
る
者
自
身
に
と
っ
て
い
か
に
現
前
的
で
あ
ろ
う
と
も
、
対
象
的
現
存
在
に
即
し
て
の
み
運
動
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
る
思
惟
に
と
っ
て
の
限
界
の
意
味
で
の
、
信
仰
の
次
元
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
い
わ
ぽ
現
前
的
な
暗
闇
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
一77一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
よ
う
な
根
源
に
お
い
て
、
即
ち
本
来
的
自
己
確
信
の
直
接
的
意
識
ー
「
そ
こ
に
お
い
て
私
は
充
実
し
た
歴
史
的
現
在
（
．
．
h
隻
8
αq
ｶ
。
三
。
琶
8
ゲ
。
O
①
σ
q
魯
≦
9
・
『
け
）
に
お
い
て
『
私
』
を
言
う
。
（
目
゜
お
㊤
）
」
ー
の
「
た
だ
開
明
さ
れ
る
だ
け
で
、
し
か
も
完
全
に
開
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
暗
闇
」
（
O
器
ロ
只
鐸
＆
三
①
σ
q
碧
N
N
β
①
島
2
一
①
巳
Φ
∪
言
冨
ご
o
区
゜
）
へ
と
立
ち
返
る
（
N
賃
急
。
冥
o
冨
窪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
こ
と
に
お
い
て
、
「
私
を
自
分
で
創
造
し
た
の
で
は
な
い
」
（
①
げ
α
゜
）
こ
と
が
意
識
さ
れ
、
「
私
が
全
く
私
自
身
で
あ
る
場
合
、
私
は
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
へも
は
や
単
に
私
自
身
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
」
（
o
σ
9
）
こ
と
が
実
存
す
る
者
に
と
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。
根
源
的
直
接
性
に
お
け
る
こ
の
経
験
を
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
時
間
的
に
次
の
よ
う
に
表
現
す
る
。
「
私
は
例
え
ば
或
る
行
為
の
後
で
、
私
独
り
で
は
こ
れ
を
為
し
得
な
か
っ
た
こ
と
、
私
は
こ
れ
を
も
う
一
度
そ
の
よ
う
に
は
為
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
を
知
る
。
（
㊦
σ
“
）
」
自
己
の
自
由
そ
の
も
の
が
、
自
己
の
任
意
に
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
自
己
を
超
え
た
も
の
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
い
か
に
歴
史
的
瞬
間
に
お
い
て
直
接
的
に
確
信
さ
れ
よ
う
と
も
、
ま
さ
に
そ
の
直
接
性
の
故
に
、
世
界
現
存
在
の
事
物
に
関
す
る
知
の
も
つ
間
接
性
の
故
の
明
る
い
確
実
性
に
対
す
る
の
と
同
一
な
意
識
態
度
を
も
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
こ
の
実
存
的
原
経
験
が
、
ヤ
ス
パ
！
ス
哲
学
に
お
け
る
超
在
（
↓
冨
拐
N
Φ
巳
①
昌
N
）
へ
の
実
存
の
関
係
性
の
原
則
の
基
で
あ
る
と
観
ら
れ
る
。
意
欲
（
意
志
）
は
時
間
的
状
況
に
お
い
て
自
己
の
終
極
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
同
時
に
「
実
存
の
超
越
的
関
係
性
に
お
け
る
意
志
の
無
力
（
ぐ
噸
一
一
一
①
昌
ω
0
7
昌
円
口
帥
0
7
け
）
」
（
目
・
一
㊤
。
。
）
が
経
験
さ
れ
る
。
「
私
が
意
欲
（
意
志
す
る
こ
と
）
に
お
い
て
本
来
的
に
自
ら
で
あ
っ
た
所
で
、
私
は
自
分
に
私
の
自
由
に
お
い
て
同
時
に
与
え
ら
れ
て
（
σ
q
①
σ
q
①
び
Φ
p
）
い
た
の
で
あ
る
。
（
目
゜
一
8
）
」
し
か
も
依
然
と
し
て
自
己
は
自
ら
意
欲
を
敢
行
す
る
場
合
に
の
み
、
こ
の
場
合
に
も
決
し
て
保
証
さ
れ
て
い
な
い
存
在
確
信
へ
至
り
ヘ
　
　
へ
得
る
。
従
っ
て
実
存
的
選
択
は
実
際
に
は
二
つ
の
無
比
な
確
信
を
必
要
と
す
る
」
（
目
゜
一
Q
◎
ω
）
の
で
あ
り
、
無
知
に
お
け
る
意
欲
の
不
可
不
に
お
い
て
、
常
に
冒
険
で
あ
る
意
欲
の
遂
行
に
臨
ん
で
、
選
択
の
確
信
に
先
行
す
る
解
消
不
可
能
な
「
不
安
」
一78一
ヤスパースにおける思惟iの限界としての信仰の概念の一考察（古川）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
（
〉
昌
σ
q
ω
け
）
が
、
即
ち
「
確
信
に
先
行
す
る
無
知
の
危
機
」
が
（
口
゜
一
。
。
心
）
、
特
徴
的
で
あ
る
。
　
実
存
的
原
経
験
に
基
づ
き
つ
つ
超
在
を
思
惟
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
超
在
な
く
し
て
自
由
は
存
在
し
な
い
が
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
は
超
在
の
現
象
（
貯
ω
島
①
ぎ
ロ
昌
σ
q
）
で
あ
り
、
超
在
そ
の
も
の
に
お
い
て
は
解
消
（
窪
爵
。
σ
。
口
）
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
思
想
が
生
ず
る
。
超
越
的
に
規
定
さ
れ
た
必
然
性
の
概
念
は
、
最
も
深
い
自
立
的
自
由
の
経
験
そ
の
も
の
か
ら
帰
結
す
る
と
こ
ろ
の
、
時
間
的
生
に
お
け
る
根
本
的
意
識
態
度
の
表
現
で
あ
る
。
「
全
く
己
れ
に
拠
っ
て
立
つ
者
は
、
超
在
に
面
し
て
最
も
決
定
的
に
か
の
必
然
性
、
即
ち
彼
を
全
く
彼
の
神
の
手
中
に
置
く
必
然
性
を
経
験
す
る
。
今
や
初
め
て
彼
に
は
己
れ
の
自
由
が
、
己
れ
自
身
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
衝
動
を
持
つ
と
こ
ろ
の
時
間
的
現
象
と
し
て
、
意
識
さ
れ
る
。
（
『
N
O
O
）
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
さ
て
、
実
存
的
選
択
は
、
「
現
存
在
に
お
い
て
私
自
身
で
あ
る
こ
と
の
決
意
」
（
閏
．
一
◎
Q
一
）
と
し
て
、
世
界
内
で
の
そ
の
都
度
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
規
定
的
一
者
を
選
択
す
る
こ
と
に
お
い
て
同
時
に
本
来
的
自
己
存
在
を
確
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
選
択
す
る
意
志
は
、
超
越
的
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
自
己
確
信
そ
の
も
の
の
産
出
に
関
し
て
は
無
力
で
あ
り
、
世
界
内
現
存
在
に
の
み
指
し
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
根
源
的
自
由
に
お
け
る
自
己
確
信
は
、
規
定
的
現
存
在
の
無
制
約
的
把
捉
に
お
け
る
自
己
確
信
で
な
け
れ
ば
、
即
ち
決
意
に
お
い
て
意
志
す
る
こ
と
の
能
動
性
が
な
い
な
ら
ぽ
、
現
実
的
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
自
由
が
能
動
的
で
あ
る
限
り
、
意
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
は
決
意
を
通
し
て
自
由
の
現
象
で
あ
り
得
る
。
決
意
は
、
自
由
の
時
間
的
形
式
と
し
て
、
意
志
の
根
拠
で
あ
る
。
決
意
と
意
志
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。
「
決
意
は
、
意
志
に
対
し
て
、
私
が
意
志
し
つ
つ
（
≦
呂
①
温
）
本
来
的
に
存
在
し
得
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
と
い
う
贈
与
（
自
P
ω
　
∩
甲
O
ω
O
ず
Φ
昌
犀
）
と
し
て
、
更
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
私
は
決
意
か
ら
（
窪
ω
）
意
志
し
得
る
が
、
　
　
　
　
　
へ
も
は
や
決
意
を
意
志
し
得
な
い
。
（
目
゜
一
Q
。
一
）
」
意
志
の
被
贈
的
根
拠
と
し
て
の
決
意
の
性
格
は
、
そ
の
ま
ま
信
仰
の
性
格
で
あ
る
。
「
信
仰
は
意
志
さ
れ
ず
、
私
は
信
仰
か
ら
意
志
す
る
。
（
頃
』
遷
）
」
従
っ
て
、
決
意
に
お
け
る
自
由
に
、
我
々
は
い
わ
ば
前
進
し
一79一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
つ
つ
後
ろ
向
き
に
の
み
参
与
し
得
る
。
即
ち
、
時
間
に
お
い
て
自
由
、
ま
た
自
己
確
信
は
、
決
し
て
所
有
（
し
u
①
ω
一
9
）
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
「
私
が
意
志
し
得
る
と
い
う
こ
と
を
通
し
て
、
私
の
内
な
る
根
拠
に
お
い
て
私
自
身
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
希
望
（
出
o
穿
茸
゜
q
）
」
（
目
．
一
G
。
一
）
で
あ
る
。
　
意
志
を
主
題
化
し
て
、
自
由
・
決
意
・
意
志
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
（
目
・
一
お
O
。
「
自
由
は
意
志
と
し
て
の
現
存
在
を
持
つ
。
」
即
ち
自
由
は
意
志
と
し
て
世
界
内
に
現
象
す
る
。
意
志
は
さ
し
あ
た
り
「
た
だ
前
向
き
に
突
進
す
る
能
動
性
」
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
未
だ
意
志
の
自
由
で
は
な
い
。
「
意
志
の
自
由
は
、
叫
意
志
が
同
時
に
（
即
ち
前
進
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
る
能
動
性
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
）
己
れ
自
身
を
欲
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
或
る
も
の
を
意
志
し
行
為
す
る
こ
と
に
お
い
て
自
己
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
確
信
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
、
む
し
ろ
自
己
は
意
志
と
し
て
本
来
的
に
何
を
欲
す
べ
き
か
を
知
ら
ず
「
当
惑
し
て
、
私
は
欲
す
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
言
う
」
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
意
志
を
主
体
と
し
て
見
れ
ぽ
、
決
意
は
確
信
に
お
け
る
意
志
の
自
己
肯
定
に
他
な
ら
な
い
。
「
私
が
自
ら
の
意
欲
を
欲
す
る
場
合
に
、
私
は
決
意
と
し
て
現
実
的
で
あ
る
。
」
実
存
は
、
世
界
か
ら
の
自
由
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
）
あ
る
と
同
時
に
世
界
内
へ
の
無
制
約
的
自
己
投
入
（
国
ぎ
ω
簿
N
）
の
自
由
で
あ
る
よ
う
な
自
由
に
お
い
て
存
す
る
が
、
次
の
文
は
自
由
・
決
意
・
意
志
の
関
係
を
、
相
互
の
微
妙
な
区
別
に
お
い
て
よ
く
表
わ
し
て
い
る
。
「
意
志
は
己
れ
の
根
拠
を
自
由
に
お
い
て
持
つ
。
こ
の
自
由
は
意
志
そ
の
も
の
を
浮
遊
（
ω
o
げ
≦
o
げ
o
）
に
も
た
ら
し
（
世
界
か
ら
の
自
由
）
、
こ
の
浮
遊
か
ら
意
志
は
こ
の
同
じ
自
由
を
通
し
て
決
意
へ
至
る
。
」
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
、
「
己
れ
自
身
を
欲
す
る
意
志
は
、
自
由
を
根
拠
と
し
て
生
ず
る
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
の
、
或
る
も
の
に
つ
い
て
（
＜
O
昌
）
意
欲
す
る
こ
と
に
お
け
る
存
在
の
能
動
的
確
信
（
鉢
け
ぞ
Φ
O
Φ
鼠
ご
。
冨
律
留
ω
ω
。
冒
ω
）
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
実
存
的
選
択
は
「
私
自
身
を
決
断
す
る
」
（
口
」
。
。
b
。
）
こ
と
で
あ
る
が
、
自
由
存
在
と
し
て
の
自
己
存
在
は
、
選
択
さ
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
で
は
な
く
、
「
自
ら
こ
の
選
択
の
自
由
で
あ
る
。
（
O
げ
伽
゜
）
」
即
ち
自
己
は
「
単
な
る
選
択
が
た
だ
諸
々
の
客
観
性
の
間
で
の
一
つ
一80一
ヤスパ・一一スにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
の
選
択
」
で
あ
る
よ
う
に
、
自
由
を
「
単
に
私
の
道
具
」
と
し
、
自
己
存
在
を
客
観
と
し
て
「
い
ま
一
度
向
か
い
合
い
、
私
自
身
と
私
自
身
で
な
い
も
の
と
の
間
で
選
択
す
る
」
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
「
私
は
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
す
る
。
私
が
存
在
し
な
い
な
ら
ば
、
私
は
選
択
し
な
い
。
（
①
ぴ
α
゜
）
」
こ
の
よ
う
な
選
択
の
自
由
と
し
て
の
自
己
存
在
は
、
現
存
在
現
象
に
お
い
て
完
成
さ
れ
た
実
現
（
＜
興
惹
芽
＝
。
ゴ
ロ
昌
σ
q
）
と
し
て
の
自
己
存
在
で
は
な
く
、
実
現
の
時
間
的
途
上
に
お
い
て
、
し
か
し
や
は
り
現
前
的
な
、
自
己
実
現
の
根
源
と
し
て
の
自
己
存
在
で
あ
る
。
「
私
は
今
後
も
決
断
を
し
て
ゆ
く
だ
ろ
う
か
ら
、
私
自
身
で
あ
る
筈
の
も
の
は
、
な
る
ほ
ど
ま
だ
未
完
成
（
o
鵠
o
昌
）
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
私
は
未
だ
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
現
存
在
現
象
に
お
い
て
究
極
決
定
的
で
な
い
こ
と
と
し
て
の
こ
の
よ
う
な
非
存
在
は
、
私
の
存
在
の
実
存
的
確
信
に
よ
っ
て
照
破
（
α
口
円
O
ず
一
Φ
躍
O
ゴ
梓
O
P
）
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
私
は
決
意
に
お
い
て
選
択
し
つ
つ
根
源
と
な
る
。
（
。
匡
）
」
　
信
仰
を
決
意
と
し
て
考
究
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
我
々
は
、
そ
の
根
源
的
直
接
性
に
お
い
て
信
仰
真
理
は
現
前
的
暗
闇
と
し
て
、
思
惟
の
限
界
で
あ
る
が
、
同
時
に
規
定
的
現
存
在
の
直
接
的
把
捉
と
し
て
、
直
ち
に
思
惟
す
る
意
識
と
意
志
の
領
域
の
中
へ
の
進
入
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ヤ
ス
パ
：
ス
に
お
い
て
こ
の
直
接
性
は
、
決
し
て
存
在
と
の
神
秘
的
合
一
（
ロ
ロ
ざ
ヨ
《
豊
β
目
゜
鱒
。
。
O
）
の
如
き
、
無
世
界
的
か
つ
無
為
な
自
ら
の
内
に
お
け
る
充
足
を
意
味
せ
ず
、
時
間
現
存
在
に
お
け
る
意
志
の
自
己
肯
定
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
他
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
、
客
観
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
得
な
い
決
意
に
お
け
る
把
捉
の
、
そ
の
直
接
性
で
あ
る
。
信
仰
は
「
無
制
約
的
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
行
為
に
お
い
て
能
動
的
と
な
る
存
在
確
信
」
（
目
b
Q
刈
り
）
で
あ
り
、
「
現
象
に
お
け
る
存
在
の
確
信
」
、
存
在
に
対
す
る
「
同
時
的
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
な
隔
た
り
（
男
震
ロ
Φ
）
に
お
け
る
確
信
」
（
目
゜
N
。
。
o
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る
信
仰
真
理
は
、
超
在
と
し
て
の
存
在
へ
の
関
係
性
に
お
い
て
在
り
な
が
ら
も
、
必
然
的
に
世
界
内
状
況
へ
と
能
動
的
に
関
係
す
る
。
実
存
に
お
け
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る
超
理
性
的
な
も
の
の
確
認
か
ら
、
理
性
の
意
味
を
、
交
わ
り
の
運
動
の
必
然
性
と
し
て
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ぽ
、
そ
の
可
能
な
端
緒
は
、
決
意
と
意
志
の
関
係
に
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
決
意
は
、
無
根
拠
か
つ
直
接
的
な
確
信
の
故
に
信
仰
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
る
が
、
同
時
に
、
時
間
現
存
在
に
お
け
る
自
己
実
現
へ
の
意
志
と
な
り
、
ま
た
、
把
捉
さ
れ
た
現
存
在
現
象
に
お
け
る
確
信
そ
の
も
の
の
不
安
定
性
ー
た
と
え
歴
史
的
瞬
間
に
お
い
て
絶
対
的
で
あ
ろ
う
と
も
、
把
捉
に
お
け
る
意
識
化
に
よ
っ
て
既
に
始
ま
っ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
て
い
る
、
対
象
性
に
お
け
る
確
信
と
し
て
の
実
存
的
真
理
の
原
理
的
な
相
対
化
可
能
性
1
の
故
に
、
常
に
同
時
に
自
ら
へ
の
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
問
い
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
自
己
探
求
す
る
確
信
と
な
る
。
決
意
の
本
性
に
基
づ
く
、
時
間
に
お
け
る
こ
の
実
現
と
探
求
の
二
つ
の
運
動
方
向
に
お
い
て
、
交
わ
り
の
運
動
と
の
連
関
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
自
己
の
実
現
も
探
求
も
、
他
者
実
存
と
の
交
わ
り
を
通
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
根
本
主
張
で
あ
る
。
　
註
　
く
略
号
H
‘
目
こ
日
゜
（
℃
殉
三
ざ
ω
o
℃
三
⑦
一
”
口
’
目
．
、
o
o
ロ
ニ
昌
o
q
①
「
・
〈
圃
⑦
詳
Φ
〉
口
h
す
ひ
q
①
）
＜
¢
国
・
（
・
・
＜
o
『
…
コ
陣
巨
鋤
国
×
凶
ω
器
ロ
N
．
、
勺
首
o
『
一
㊤
刈
ω
）
国
O
ゴ
。
（
弓
国
抵
ω
8
コ
N
O
三
δ
ω
o
℃
三
〇
．
．
≦
巴
8
「
α
o
O
吋
ロ
鴇
臼
一
り
謹
）
＜
住
毛
゜
（
”
”
〈
o
p
畠
o
「
芝
p
『
葺
o
写
、
、
男
首
o
『
一
㊤
m
o
。
）
続
く
数
字
は
頁
を
示
す
。
〉
（
一
）
　
国
ヨ
馨
言
昌
o
「
も
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
関
す
る
小
論
文
で
、
　
こ
の
二
領
域
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
彼
の
論
　
文
の
基
本
的
主
張
は
、
私
自
身
の
問
い
を
見
出
す
上
で
示
唆
と
な
っ
た
。
と
O
鴇
0
5
9
匡
o
「
昼
o
暮
、
、
勺
言
㊤
一
8
ω
ψ
O
G
。
～
認
（
二
）
　
学
習
院
大
学
哲
学
会
誌
第
十
号
所
載
の
私
の
ヤ
ス
パ
ー
ス
論
考
を
参
照
。
（
三
）
　
く
ひ
q
一
’
「
実
存
的
決
意
は
感
情
や
衝
動
の
よ
う
に
直
接
的
な
の
で
は
な
く
、
無
限
の
反
省
に
お
い
て
確
証
さ
れ
た
、
し
か
し
究
極
的
に
は
　
無
根
拠
侭
渥
昌
已
o
ω
）
な
直
接
性
で
あ
る
。
」
目
゜
雪
O
（
四
）
＜
ひ
q
「
「
外
か
ら
の
様
に
私
に
迫
っ
て
来
る
良
心
の
要
求
に
基
づ
い
て
私
が
為
す
と
こ
ろ
の
積
極
的
な
諸
行
為
さ
え
も
、
自
ら
と
の
統
一
　
に
至
っ
た
自
己
存
在
の
絶
対
的
意
識
が
そ
れ
ら
の
行
為
に
お
い
て
充
実
さ
れ
な
い
限
り
、
空
虚
（
一
8
戦
）
な
ま
ま
に
留
ま
る
。
」
口
゜
さ
。
＄
（
五
）
　
右
掲
の
私
の
論
考
参
照
。
一82一
ヤスパースにおける思惟の限界としての信仰の概念の一考察（古川）
（
六
）
右
同
。
（
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
　
哲
学
専
攻
　
博
士
後
期
課
程
）
一83一
